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昭和40年 5 月 5 日 （昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ス
 

ー
 

ー
 
ー
 

ユ
 

政
 

市
 

毎月 （ 5. 15. 25日発行） 	第 141号 一部 2円 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

日
 

5 月 5 日 → 11 

児 童 福 祉 週 間 

～ 健全なこ どもは 

明るい家庭から生れる ～ 

標 語 

乙、みんなで、子どもたちを健全に育てよう 

△みんなで、あたたかい家庭 明るい環境をつくろう 

A みんなで、子どもを事故から守ろう 

五所川原青少年問題協議会 

市では、ことしから『市民道路愛護運

動』を展開し、悪路の解消につとめるこ

とになりました。 

農繁期のさなか、市民のみなさんには

まことに恐縮ですが、私たちの住む町内

や、部落の道路を良くするため、ご協力

くださるようお願いします。 

五所 川 原 福 祉 事 務 所 

（青森県） 五 所 川 原 

写真 ① まず路線の調査 

説明 ② 道路愛護は部落をあげて 

③ 市長もいつしよにひとあせ 

議
鷺
繊
舞
鱗
 

児童憲章と は 

① 児童は、人として尊ばれる 

② 児童は、社会の一員として重んぜられる 

③ 児童は、よい環境のなかで育てられる 



自 衛 官 募 集 

くわしくは、五所川原市役所市民課へ、 

お問い合せください。 

◇応募資格 

採用予定月の 1 日現在で、18歳以上25 

歳末満の中学校卒業程度の学力を 

有する者 

◇試験科 目 

中学校卒業程度の筆記試験『国語（作

文を含む）数学、社会』身体検査、口

述試験 

◇募集期間 

昭和40年4月から 6月まで 

②
 

ス
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政
 

市
 

昭和40年5月 5日 

五
所
川
原
地
区
 

大
溝
善
逸
（
錦
町
）
、兼
平
金
雄
 

（
幾
島町
）
、
岩
谷
善

一
（
柏
原

町
）
、
 気
田
勝
治
（
上平
井
町
）
 

平
山
幸
三
（
平
井町
）
、鶴
谷
良

士
尺
中
平
井
町
）
、寺
田
三
次
郎
 

（
下
平
井
町
）
、
 藤‘
田留
作
（
さ

つ
き
町
）
、工
藤
次
栄
（敷
島
町
）
 

唐
川
甚
四
郎
、
（
旭町
）
、
石
井

柾
次
郎

（
大
町
）
、
福
士
孝
一
 

（寺
町
・岩
木
町
）
、山
川
祐
次
郎
 

（
末
広
・新
宮
町
）
、小
野
清
茂
 

（
末
広
町
）
、
堀
内
貞
三
（
本
町
）
 

黒
滝
嘉

一
郎
、
 （
布
屋
町
）
、
 

高
橋
武

一
（
東
町
）
、小
山
内
繁

勝
（
弥
生
町
）
、寺
田
清

（
鎌
谷

町
）
、平
山
幸
三
郎
（
第
一
柳
町
）
 

高
橋
賢

次
郎
、
 （
第
ニ
柳
町
）
 

金
沢
定
雄
、
（
成
田
町
）
、
小
田

桐
六
右
工
門
（
元
町
）
、木
村
隆

太
郎
（
新
町
）
、下
山
金
四
郎
（
田

町
）
、
福
士
周
造
（栄
町
）
、小

田
桐
惣
市
（
田
園
調
布
）
、
前
田

貢
（
十
川
町
）
神
正
良
（
平和
町
）
 

三
浦
行

一
（
小
曲
）
 

栄
 
地
 
区
 

平
山
登
、
平
山
要
作
（湊
）
、小

田
桐
七
郎
（湊
団
地
）
、藤
田
義

雄
（
姥
落
）
、
 藤
田
清
次
郎
（
猫

淵
」
、
 坂
本
健
造
（
三
ッ
谷
）
、
 

成
田
長
四
郎
、
山
田
武
雄
（
稲

実
）
、
 山
田
専
太
郎
、
 一
戸
源

次
（
広
田
）
、成
田
酉
蔵
、
角
田

平
吉
（
七
ッ
館
）
 

松
爵

地

区
 

寺
田
十
三
雄
（
吹畑
）
、橘
喜
三

郎

（
唐
笠
柳
）
、
 寺
田
市
太
郎
 

（
石
岡
）
、太
田
秀
次
郎
、
笹
森

登
一
（
水
野
尾
）
、吉
村
嘉
右
工

門
（
漆
川
、
、
島
村
浅
次
郎
、
荒

関
茂
幸
（
太
刀
打
）
、
三
浦
柾
市

小
野
千
代
造
、
小
野
徳
右
工
門
 

（
一
野
坪
）
、木
村
伊
省
（馬
性
）
 

村
田
定
次
郎
、
太
田
源
之
亜
、
 

工
藤
武
雄
、
渋
谷
武
則
（
金
山
）
 
 

千
田
正
五
郎
（
一
「本
柳
）
、対
馬

貞
市
（
米
田
）
 

三
 
好
 地
区
 

開
米
賢
作
、
相
馬
健
造
、
小
林
 

1
1
「
1
1（
鶴
ケ
岡
）
、
 
一
戸
良
秋

川
浪
勇

一
、
工
藤
直
四
郎
、
青

山
金
作

（
藻
川
）
、
 渋
谷
宇
作
 

（
高
瀬
）
、小
笠
原
兼
吉
（
福
井
）
 

中

川
地

区
 

佐
藤
定

一
、
吉
岡
勘
十
郎
，
．川

瀬
与
作
（
川
山
）
、
小
野
豊
四
郎
 

（
沖
飯
詰
）
、
笠
井
義
作
（
桜
田
）
 

小
野
泰
太
郎
（
中
泊
）
、
高
橋
千

代
克
（
種
井
）
、小
笠
原
嘉
四
郎
 

（
田
川
）
、
原
定
五
郎
（
新
宮
）
、
 

斎
藤
永
蔵
（
長
橋
）
 

長

橋
地
区
 

石
岡
善

一
、
須
藤
徳

一
（
福
山）
 

土
岐
賢
次
郎
（
杉
派
立
）
、
須
藤

留
四
郎

（
野
里
）
、
 
松
野
岩
雄
 

（
神
山
）
、
長
尾
慶
作
（
松
野
木
）
 

工
藤
東
太
郎
（
福
泉
）
、
石
岡
治

男
（
若
山
）
、
 横
島
岩
太
郎
（
石

田
坂
）
、
 中
山
幸
一
（
戸沢
）
、
 

中
川
竹
次
郎
（
豊
成
）
 

飯

詰
地

区
 

前
田
勘
四
郎
（
坂
の
上
、
南
新
）
 

和
島
豊
吉
（北
新
中
町
）
、前
田

惣
作
（
新
町
、
大
町
）
、
横
島
政

吉
（
伝助
町
、
下
町
、
、
竹
林
一
房

雄
（
上
町
、寺
町
）
、
大
久
保
ュ
 
 

ス
（
大
正
町
、大
日
町
）
、
田
中

正
雄
（
下村
）
、
 竹
林
誠
逸
（
南

下
、
中
下
）
、
葛
西
兵
市
（
長
坂

味
噌
ケ
沢
）
、
其
田
良
逸
（
東
岩

崎
、
西
岩
崎
）
、
坂
本
四
郎
（
曙

町
）
、
 太
田
源
亜
（
興
隆
、
朝

日
）
、浜
舘
徳
太
郎
（
五
本
松
、
 

北
下
）
 七

和
地
区
 

堀
内
金
右
工
門
、
小
笠
原
幸
助
 

（高
野
）
、
斎
藤
定
吉
、
新
谷
彦

司
（
前
田
野
目
）
、
阿
部
兵
太
郎
 

（
持
子
沢
）
、
 
松
山
与
四
郎
（
羽

野
木
沢
）
、
 外
崎
松
四
郎
（
俵
 

五
 
所
 
川

防

災
会
 

当
市
で
は
災
害
に
対
処
す
る

休
制
を
根
本
的
に
再
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
し

『
五
所
川
原
市

防
災
会
議
』
を
四
月
二
十
八
日

作
り
ま
し
た
。
 

防
災
会
議
の
任
務
は
、
新
し

い
五
所
川
原
市
地
域
防
災
計
画

を
作
成
し
、
市
民
の
生
命
、
身

体
お
ょ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
た
め
、
防
災
に
関
し
、
 

市
の
全
機
能
を
あ
げ
て
必
要
な

体
制
を
確
立
し
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
防
災
行
政
の
整
備
、
 

推
進
を
は
か
り
、
も
つ
て
社
会

の
秩
序
と
、
公
共
の
福
祉
の
確

立
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

防
災
会
議
委
員
 
（順
不
同
）
 

会
長
 
佐
々
木
栄
造

（
五所
川
 
 

元
）
、
 伊
藤
政
吉
、
伊
藤
和
夫
 

（
原
子
）
 

毘
沙
門
地
区
 

北
川
明
、
山
口
竹
男
、
成
田
一

男
、
山
口
吉
太
郎
、
山
口
栄
太

郎
（
毘
沙
門
）
、
 増
田
武
則
（
上

長
富
）
、
 猿
賀
金
蔵
（
中
長
富
）
 

原
田
信
英
（
下
長
富
）
 

梅
沢
地
区
 

戸
沢
辰
五
郎
（
上
梅
田
）
、鈴
木

長
松

（
中
梅
田
）
、
 竹
谷
喜
八
 

（
下
梅
田
）
、
関
徳
治
、
成
田
富

雄
（
中
泉
）
 

原
市
長
）
、
 委
員
 
井
沢
健
一
一
 

（青
森
工
事
事
務
所
長
）
、
 加

藤
勇

一
 （
青
森
食
糧
事
務
所
北

津
軽
支
所
長
）
、
 三
浦
誠
之
助
 

（
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長
）
 

山
上
豊
日
 
（
五
所
川
原保
健
所

長
）
、
 石
岡
健
作
（
五
所
川
原

警
察
署
長
）
、
 今
武

一
 （
五
所

川
原
電
報
電
話
局
長
）
、
 五
十

嵐
善
太
郎

（
五
所川
原
駅
長
）
 

梅
津
正
志
（
東
北
電
力
K
K
五

所
川
原
営
業
所
長
）
、
 岩
館
忠

雄

（
五
所
川
原
市
助
役
）
、
 神

重
三

（
五
所
川
原
市
収
入
役
）
 

杉
野
柾
三

（
五
所川
原
市
消
防

署
長
）
、
 木
村
作
逸

（
五所
川

原
市
教
育
長
）
、
雨
森
永
一
（
五

所
川
原
消
防
団
長
）
 

こ
と
し

の
各

地

区
 

行
 
政
 
連
 

絡
 
員
 

原
 
市
 

議
 
で
 
き
 
る
 



5 月 ご み処 理 日 程 

町 名 	大 通 り 	 小 路 

錦町‘幾島町 	5. 12. 19. 26日 

柏 原 町 	 17日 	 15. 27日 

上 平井 町 	 18日 	17. 24. 26. 28日 

中 平井 町 	 円日 	1. 17. 18. 29日 

下 平井 町 	 1. 4. 20日 

敷 島 町 	 5. 21日 	4. 6. 20. 21日 

旭 	町 	 6. 22日 	7.8.20.21.22.24日 

大 	町 	 7. 24日 	 6. 20. 25日 

寺 	町 	 8. 25日 

岩 木 町 	 10. 26日 	 4. 6日 

川 端 町 	 11. 27日 	 24. 25日 

本 	町 	 12. 28日 

布 屋 町 	 13. 29日 	 7. 31日 

東 	町 	 10. 31日 

弥 生 町 	 '1L 日 

鎌 谷 町 	 14. 15日 

柳 	町 	 8 14. 27日 

田町・栄町 

平和町．千鳥住宅 	2. 16日 	 2. 16日 

◇都合により 2 日ぐらいおくれることもあります。 

新
 

下
 
敷
 旭

大
寺
 
岩
 
川
 
本
 
布
 東
 
弥
 
鎌
 新
 
柳
 

平
 

井
 

島
 
木
 

端
 
屋
 

生
．
谷
 

町
 
町
 
町
 
町
 町
 
町
 
町
 
町
 町
 
町
 
町
 町
 
町
 

◇検 査 日 

5 月 10 日 	9- 12時 飯詰 支所 飯 詰 地 区 

13-- 16時 毘沙門太田精米所 毘沙門・長富地区 

5 月 1111 	9- 1フ時 長橋 支所 長 橋 地 区 

13--- 16時 梅沢 支所 梅 沢 地 区 

5 月 12 日 	9--- 12時 七和 支所 七 和 地 区 

13~16時 

5 月 13 日 	9 -16時 中央公民館 

寺町、大町、旭町、敷島町、雛田、上平JI 町
中平井町、下平井町、柏原町、錦町、幾島町

末広町、新宮町、小曲 

5 月 14 日 	9 ---16時 	中夫公民館 

栄町、田町、蓮沼、元町、柳町、新町、本町

東町、弥生町、鎌谷町、 川端町、 岩木町、 

布量町、官公庁、学校 

5 月 15 日 	9 -16時 中央公民館 栄、中川、松島地区 

I都合で予定日に検査できない方はどこの検査場所、 
、でも受付けます 	 ノ 

◇検査を受けなけれぱならない業種 

①物品販売および取引のため計量器を使用する業種 

②計量器を使用する学校、官公庁（国鉄と郵便局を除く） 

※検査終了後、立入検査がありますから、該当者はかならず定期

検査を受けて違反のないようにしてください。 

長
 
梅
 
七
 
三
 

橋
 
沢
 
和
 
好
 

地
 
地
 
地
 
地
 

区
 
区
 
区
 

③ 	 市 	政 
	

ス 
	

昭和 40年 5 月 5 日 

区
画
整
理
問
題

そ
 

の
 
他
 

水住登

道宅記 

関問関

係題係 

44 1 1 1 3 

道

路
 
関
係
 

4
 

市

民
相

談

室
 
は
 

一
二
六
件

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
 

り
、
選
挙
期
日
の
告
示
の
日
の

前
日
ま
で
に
、
登
録
の
申
出
を

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
調
製
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
 

現
在
の
選
挙
に
際
し
、
登
録
の

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

か
ら
、
転
入
者
、
ま
た
は
新
し

く
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
印
か
ん
ご

持
参
の
上
、
申
出
（
本
人
に
限

り
ま
す
）
 
して
く
だ
さ
い
。
 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
い

つ
で
も
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
 

補

充

選
挙

人

名
簿

の
 

登

録
申

出

に
つ

い

て
 

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
方

法
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
、
選

挙
の
告
示
後

一
定
期
間
認
め
ら
 

れ
、
申
請
に
よ
り
登
録
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
 

公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
よ
 

財農就税請陳生 

産地職 	活 
関 

器畳係願情豊 

1 4 8 1 51 41 294 

市
民
相
談
室
を
開
設
し
て
か

ら
、
早
や
四
か
月
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
非
常
に
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
。

一
月
か
ら
三
月
ま
で
に
取

り
扱
つ
た
件
数
は
一
二
六
件
で

特
別
の
相
談
事
項
で
な
い
か
ぎ

り
は
、
ほ
と
ん
ど
解
決
を
み
て

お
り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
は
、
日
頃
い
ろ

い
ろ
と
相
談
ご
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
大
い

に
ご
利
用
さ
れ
ま
す
ょ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

◇
相
談
内
容

（
ー
月
1
3
月
）
 

只
〕
 

〔
ノ」
 

d
 

金 

銭 

間 

題 

財
産

区
問

題
 

都
市
計
画
問
題

苦
 

情

軍
人
恩
給
関
係

消

防
 
関

係
 

計量番Pra検査 

ぐと諺＞ぞれなくっ(ナ』フ 



④
 

森株を鰍私り 

イよ柵 

七
 
月
 

六
 
月
 

五
 
月
 

四
 
月
 

月
 
別
 

保
 
険
 
税
 

市
県

民
税
 

固
定
資
産
税
 

水
利
地
益
税
 

軽
自
動
車
税
 

税
 
目
 
別
 

第

一
期
 

第

一
期
 

全 第 全
 
期
 

期
 
別
 

期 期 

七
月
三
十
一
日
 

六
月
三
十
日
 

五
月
三
十

一
日

五
月
三
十

一
日
 

四
月
三

十
日
 

納
 
期
 

＠
山
林
の
火
入
れ
は
、
と
か
く

山
火
事
の
も
と
に
な
る
か
ら

か
な
ら
ず
、
市
長
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

＠
た
ぱ
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
か

な
ら
ず
、
火
を
消
し
て
か
ら

一

捨
て
ま
し
よ
う
。
 

＠
焚
火
を
し
た
と
き
は
、
後
仕
一

末
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
よ
う

＠
子
供
ら
に
野
原
、
山
林
内
の

火
遊
び
を
や
め
さ
せ
ま
し
よ
 

上
ノ
 

⑥
昨
年
の
山
火
事
は
、
九
件
で

十
七
町
歩
、
損
害
額
約
九
十

万
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

税

務
課
か
ら

の
お

知
ら

せ
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
毎
日
の
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
 昭

和
四
十
年
度
の
市
税
納
付
の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
納
税
通
知
書
が
発
付
さ
れ
ま

す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

薬 剤 名 	濃 度 薬 剤名 濃度 撤吾議Jm2 
デイルドリン乳剤 	 300倍 	0.6I 
DDT 乳剤（20%) 	400倍 	ク 

アルドリン乳剤 (24%) 	300倍 	ク 

ペ ス タ ン 乳 剤 	300倍 	ク 

ただし、デイルドリン乳剤の使用は、畑苗代に限る

◇病害・・・寄生性苗立枯病（根元が褐色となり、全身

的に枯死する苗） 

イ 畑苗代…浸漬用有機水銀剤 1 .000 倍液、または土

壌殺菌用有機水銀剤の 1 .000 - 2.000 倍液を 3・3ma 
当り 1op 湛注する。 

ロ 折衷苗代・・・浸漬用水銀剤 1・000 倍液を 3・3m’当り 

1lを落水して撤布し、 1-2時間後湛水する。 

〇りんご…人工授粉を徹底しよう・・・ 

満開期も不順天候が予想されます。蜂などによる自

然授粉は、あまり期待できないので、確実に成らせる

ため、援粉作業は徹底しておこないましよう。 

自然のままでの実上りは、国光で33%、自花授精率

は 13.4 %位とされています0 

（五所川原地区農業改良普及所） 

〇稲 作・・・天候は不順だ．ノ病害防除は徹底的に…

今年の天候は楽観を許さない状態にある。つぎの低
温害虫が多く発生するので、田植前の予防は、効果的
であるから、必らず薬剤撒布をおこないましよう。 

◇適用害虫…イネドロオイムッ、イネハモグリパェ 
イネヒメハモグリパイ 

(5月 10日 ～ 29日 ） 

艶製立 

昭和 40年 5 月 5 日 ス
 

※
係
り
で
は
、
十
分
注
意
し
て
賦
課
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
し
も
不

在
、
ま
た
は
、
名
違
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
税
務
課
か
各

支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
市
税
納
期
前

納
付
報
償
金
の
支
払
い
は
、
本
年
度
か
ら
、
前
納
の

つ
ど
、
そ
の
場
で
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
か
ら
、
印
か
ん
を
お
忘

れ
な
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
税
務
課
庶
務
係
と
各
支
所
で
取
り
扱

い
ま
す
。
 

五
・
六
・
七
月
の
長
期
予
報
 

ユ
 

一
 
一
 

水
道
使
用
者

へ
 

水
道
料
金
は
、
 一
世
帯
単
位

に
水
道
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら

一
棟
の
中
に
三
世
帯
お
り
ま
す

と
、
三
世
帯
分
の
使
用
料
が
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

よ
く
借
家
の
人
は
、
大
家
に

家
賃
と
水
道
料
を
含
め
て
支
払

つ
て
い
る
と
い
う
方
が
、
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
大
家
か

ら
は
、
水
道
課
に
届
出
も
な
け
 
 

れ
ば
、
水
道
料
も
納
め
て
い
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

そ
れ
は
、
公
営
住
宅
に
入
居
す

る
た
め
、
水
道
料
納
入
証
明
書

が
必
要
に
な
つ
た
と
き
、
 お
き

の
ど
く
で
も
、
水
道
使
用
当
初

か
ら
水
道
料
を
、
お
さ
め
て
い

た
だ
き
、
証
明
書
を
だ
し
て
お

り
ま
す
、
し
た
が
つ
て
、
借
家

の
人
も
、
大
家
も
、
そ
の
世
帯

ま
た
は
使
用
人
員
に
異
動
の
あ

つ
た
と
き
は
、
す
ぐ
水
道
課
に

届
け
で
て
く
だ
さ
い
。
 

青

森

地
 

概
 

況
 

五
月
な
か
ば
こ
ろ
ま
で
、
冷
 

た
い
高
気
圧
が
通
り
易
い
の
で
 

お
そ
じ
も
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
 

つ
ゆ
は
、
五
月
下
旬
こ
ろ
か

ら
、
は
し
り
が
西
日
本
の
方
か

ら
現
わ
れ
て
き
ま
す
が
東
北
地

方
で
は
、
六
月
後
半
こ
ろ
か
ら

本
格
的
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

つ
ゆ
あ
け
は
、
平
年
ょ
り
お
く

れ
七
月
末
こ
ろ
に
な
り
そ
う
で

す
。
 

五
月
の
気
温
は
平
年
並
で
す
が

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
や

や
低
く
、
と
く
に
六
月
後
半
か

ら
七
月
に
か
け
て
は
低
め
の
見

込
み
で
す
。
 

降
水
量
は
、
五
月
か
ら
六
月
 

前
半
に
か
け
て
は
、
や
や
少
な

め
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
六
 

方

気

象

台
発

表
 

月
後
半
か
ら
七
月
に
か
け
て
は

や
や
多
め
と
な
る
見
込
み
で
す
 

気
 

温
 

五
月
…
上
旬
は
、
全
般
に
低
め

の
日
が
多
く
、
 一
時
冷
え
込

み
の
強
い
日
が
あ
り
ま
す
。
 

中
旬
と
下
旬
は
割
合
、
高
め

の
日
が
多
い
が
、
中
旬
こ
ろ

一
時
冷
え
込
み
の
強
い
日
が

あ
り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
お
そ

じ
も
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

月
平
均
で
は
、
平
年
並
み
か

幾
分
低
め
の
見
込
み
で
す
。
 

六
月
・
七
月
…
平
均
気
温

は
や

や
低
く
、
と
く
に
六
月
後
半

か
ら
七
月
に
か
け
て
は
低
め

と
な
り
ま
し
よ
う
。
 

降
 
水
 
量
 

五
月
…
月
の
総
量
と
し
て
は
．
 

平
年
ょ
り
少
な
め
で
す
が
、
 

と
く
に
天
気
の
崩
れ
易
い
時

期
は
、
な
か
ぱ
以
降
の
見
込

み
で
す
。
 

六
月
…
月
の
前
半
は
、
つ
ゆ
の

は
し
り
で
一
時
天
気
は
崩
れ

る
が
、
比
較
的
晴
れ
の
日
が

多
い
で
し
よ
う
。
月
の
総
雨

量
は
、
並
み
か
多
め
の
見
込

み
で
す
。
 

七
月
…
月
の
総
雨
量
は
や
や
多

く
、
と
く
に
、
つ
ゆ
の
末
期

ご
ろ
、
と
こ
ろ
に
よ
り
大
雨

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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